
高尿酸血症

尿酸降下薬を処方する時の注意点

①治療初期には、血中尿酸値の急激な低下により

痛風関節炎（痛風発作）が誘発されることがあるため、少量から

開始し、徐々に増量すること。

②尿酸降下剤投与前に痛風発作が発症した場合は、

発作中に血中尿酸値を低下させると、痛風発作を増悪させる

おそれがあるため、症状が治まるまで約２週間は尿酸降下剤の

投与を開始しないこと。

③また、尿酸降下剤投与中に痛風発作が発現した場合には、

尿酸降下剤の用量を変更することなく投与を継続すること。

また症状により、コルヒチン、ステロイド、NSAIDSを併用すること。

④肝機能障害、甲状腺機能の異常、心血管疾患の発症や増悪に

注意すること。

⑤尿酸値を急に上昇させたり下降させると、痛風発作を誘発

するおそれがあることに注意すること。


